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社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

名古屋いのちの電話ｙ７
１９８９年度事業報告
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社会福祉法人設立に際して
御礼、ご挨拶

社会福祉法人、愛知「いのちの電話」協会

理 事 長 相 馬 信 夫

皆様の深いご理解と、暖かいお支えのお陰をもっ
て、開局以来五年間にわたる電話相談事業を継続

でき、ささやかながら悩める方々のお役に立つこ

とができましたことを心から感謝申し上げます。
さらに念願でありました「社会福祉法人」の認可

が与えられ、皆様と共に喜びを味わう時が参りま

したことを衷心より感謝し御礼申し上げます。
かえりみますと、現代社会の中で孤独と不安に

悩み自殺者の多い状況に、有志が相集い自殺防止
対策を熱心に協議し、「いのちの電話」への呼び
かけをして参りました。兎に角、“走りながら考

える”こととし、昭和５８年１１月８日任意のボ

ランティア団体として活動を開始しました。先づ
ボランティア相談員の募集、相談員の訓練指導者

の依頼、研修場所の借用、経費の調達、運営組織
の充実等々多くの課題に取り組みました。それか

ら１年半後、昭和６０年７月１日、聖霊病院のマ

リア館の一室で最初の相談電話のベルが鳴り開局
いたしました。

それ以来、ボランティア相談員の皆様はじめ、

その養成訓練に当たって下さった先生方、維持運

営❹財政を支えて下さった、資金ボランティアと
しての賛助会員、後援会員、寄付者、助成団体等
多くの方々のご好意とご協力のおかげで今日に至

りましたことは、まことに喜ばしく、理事、評議

員、委員、職員一同心から感謝しております。
この事業の運営の安定と、さらなる発展のため

に、社会福祉法人格の取得は、開局後から強い願

望でありました。この１・２年の間、財界の方々
の絶大な理解とご支援をいただき、基金の蓄積が

２

できました。誠に有難く御礼申し上げます。又各

界の方々のご協力と行政期間のご好意とご指導に
よって、この度愛知県知事より社会福祉法人の認 -

可を受ける、ことが出来ました。これにより今後は、

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会の事業と
して「名古屋いのちの電話」が迎営されることと
なりました。県内各地にも「いのちの電話」の働

きが拡げられ発展し、孤独と不安で生きる勇気を

失おうとしてる人々のよき隣人、相談相手となり
たいと願っております。

社会福祉法人設立によって、今後は寄付金等に

法人、個人ともに税法上の優遇措置を受けること
が出来ます。又、私共の協会としては財政上有利
になったばかりでなく、愛知「いのちの電話」協

会の社会的な基盤を確立することができましたこ
とはたいへん喜ばしいことであります。

愛知「いのちの電話」協会は、どこまでも多く
の善意の方々の自発的な協力と創意に基づくボラ心、
ンティア迎動でありますので、今後とも多くの有

志の方々のご支援とご協力とを心から期待してお

ります。

最近の世界情勢の復権と共に日本の社会も色々
困難な問題を抱えており、生命を守り、自殺を防
止するための電話相談の必要性が増大しておりま

す。このためには、社会福祉法人として一屑の充

実と発展により、社会的責任を立派に果たしてい
きたく存じます。

何卒、今後とも一層のご支援を賜りますようお
願い申し上げます。
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名古屋いのちの電話開局五周年
社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会設立

記念式・感謝会開催ご案内
理事長相馬信夫

木々の緑もあざやかなときとなりました。皆様のお支えのおかげをもちまして、開局より

早くも五年、そして念願しておりました、社会福祉法人の認可もおり、名実ともに社会に認

められ、責任ある団体として歩みはじめることとなりました。誠に有難く、心から

御礼を申し上げます。つきましては、私共の「いのちの電話」が五周年を迎え、又法人認

可をいただきましたのを機会に、記念の式とささやかな感謝の会を下記の様に開催し喜びを

共にいたしたいと存じます。どうぞご参加下さいますようご案内申し上げます。

記

日時：１９９０年６月３０日（土）午後２時～４時

場所：王山会館

名古屋市千種ＩＳＩ覚王山通８

電話：７６２-３１５１

交通：地下鉄池下駅下車東へ約１００米

ご出席のご返事を同封ハガキにて６月２０日までにお知らせ下されば誠に幸と存じます。

ぐ¬｀なお、この封筒を受け付けにお示し下されば幸でございます。

………………エ：１１；占屋いのもの電話開局五ＪＩ１１年記念・ - …………… -

第 ６ 回 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト

日時：１９９０年７月１７日（火）午後６：３０（開場６：００）

場所：カトリック五反城教会（地下鉄岩塚下車西北へ５分）

出演： “ 森下治郎ブラスアンサンブル ”

入場料：前売２，０００円当日２，５００円

前売りはプレイガイドヘ

- ３ -



１９８９年度事業報告

皆様のご協力ご援助のおかげで１９８９年度も「いのちの電話」の活動を続けることができましたことを
心から感謝申し上げます。ここに事業報告をさせていただきます。

１９８９年度の主な集会
理 事 会 （ 法 人 設 立 委 員 会 ） ４ 回 相 談 員 認 定 式 １ 回
理 事 会 （ 社 会 福 祉 法 人 ） ２ 回 公 開 講 座 （ 講 師 笠 原 嘉 氏 ） １ 回
評 議 員 会 （ 同 上 ） ９ 回 フ ォ ー ラ ム １ 回
運 営 委 員 会 １ １ 回 ゴ ス ペ ル 、 コ ン サ ー ト １ 回
財 務 委 員 会 ９ 回 自 殺 予 防 シ ン ポ ジ ウ ム 委 員 会 ７ 回
基 金 委 員 会 ３ 回 第 ５ 期 相 談 員 養 成 講 座 ２ ２ 回
訓 練 委 員 会 １ １ 回 同 上 一 泊 研 修 １ 泊 ２ 日
相 談 員 認 定 委 員 会 １ 回

理 事 会 報 告

１９８９年度は、名古屋いのちの電話の運営基盤の安定のために念願としていた社会福祉法人申請認可の
ために努力した１年でした。
すでに「名古屋いのちの電話」の実績は４年半にわたって積まれ、今年度末までに受信相談件数では

約５２、０００件に達し、財政的には赤字ながらもほぼ収支のバランスを保つことができたのは誠に感謝で
ありました。

法人基金についてはこの年度も積み立てが進み、総額で２、０３４万円に達し、又、内外の強力なお支え
をいただき道が開かれ、更に行政機関の方々の熱心なご指導により、認可・設立にいたりました。

従って理事会も任意団体として、又、法人設立委員会として数次にわたって開催され、熱心な審議の結果対
応することができ、新しく、法人としての体制を整えることができました。

来年度は、法人として運営基盤の確立を推進すると共に、２４時間体制の歩みを進めたいと思います。何
卒一層のご支援をお願い申し上げます。

理 事 長
理 事

相 馬 信 夫
笠 原 嘉
木本精之助
塚 田 道 生
豊 田 壽 子
長 岡 利 貞
西 沢 信 正

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
監 事 内 河 恵 一

小 山 勇

評 議 員
奥村雅英、笠原嘉、川原恵、川原啓美、木本精之助、芝原慶次、相馬信夫、塚田道生、豊田壽子、
中島緑、中堀仁四郎、長岡利貞、西沢信正、ピーター・チョーク、渡辺宣親
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や



『

『、戸ｒ

運営委員会報告

１９８９年度の運営委員会の働きは次の通りです。委
員＝１２名。委員会の開催＝１２回。その他、特別行事
の企画・実施のため３つの実行委員会を設置し、大
勢の方に協力していただきました。
主 な 活 動 と 内 容
１、講演会の開催（６月２０日）
笠原嘉氏を講師に、「生きがいの問題をめぐって」
をテーマに、名古屋中央教会で開催した。２２５名
の聴衆が集まり盛会であった。

２、第４回フォーラムの開催（７月１日）
事業報告の後、３グループに分かれて話し合った。
フォーラムは総会に当たる集会として位置づけら
れているが、充分に趣旨が徹底していない点が反
省点として出された。出された意見を具体化する
様に、今後も検討して行く。参加者７０名。

３、第５回チャリティ・コンサートの開催
９月２１日に、ニューョーク・ハーレム・ゴスペル
クワイヤーを招き、五反城教会で開催した。満席
の聴衆を感動させる素晴らしい演奏であった。出
演者との折衝から運営のすべての面で、ボランティ
ア精神がにじみ出た良いコンサートになった。

４、宗教者による街頭募金の実施（１０月２６日）
昨年に続き、第２回の仏教とキリスト教の宗教家、
信徒による支援募金と、いのちの電話の広報活動
を栄周辺で行った。募金額は２０、５２５円だが、約４０
人の参加者があり、５、０００枚のチラシを撒くこと
が出来たことは大きな収穫であった。

５、その他
法人認可への対応について検討した。また、本年
の秋に名古屋で開催される、第１５回自殺予防シン
ポジウムについて相談し、積極的に運営に参与す
ることにした。

（運営委員長塚田道生）

訓練委員会報告

相談員養成講座：訓練委員会の主なる活動はあら
たに活動に加わろうとされる相談員のための養成講
座の計画実施である。今期も名古屋及び近郊在住の
４７名の専門家の先生方のご協力をえて、１９８９年の
９月より第５期の訓練に入りました。第一課程受講
者３３名。現在、第二課程に進んでおられる方３０名で
ある。これより先に１９８８年４月より始まっていた第
４期饗成講座を終了して認定を受けられた方が２９名
あり、相談員として活動を開始されている。
相談員のための継続訓練：前年に引続き相談員を
４］心とした継続訓練を考える会で計画立案され、訓
練委員会はその実施に全面的に参加した。これにも
多くの有志専門家の協力をえている。
相談員の手引：開局以来５年を経て、その経験を
もとにして名古屋いのちの電話の独自性も盛り込ん
で大巾な改訂に着手した。（完成は１９９０年４月）登
録更新のための研修会：１９８９年３月２４日１２７名が前
年の活動をふりかえって半日の研修をうけ相談員と
して登録を更新された。
スーパーバイザー懇談会：１２月８日餐成訓練のた

め、また相談員の資質向上のためのスーパーバイザー
として指導して下さっている方々に集って頂き、い
のちの電話のスーパービ。ジョンのありかたについて
話合った。
ケース整理係：相談電話の傾向を把握し、相談員

の相談スキルの向上のため！こ活用することを目指し
ている。
活勁した相談員：１３４名
訓練員会の開催：訓練委員１０名。原則として毎月

開催した。

（訓練委員長中堀仁四郎）

逗ネットワーク＝網細作・網の目のような組織ネットワーキング＝情報網作り・協力体制作り

； ”｀先日の新聞に昨年の自殺者の数が報道されていた若者の自殺は減少しているが、老人の自
・／商殺は増加しているとのことである。

登校拒否・非行・薬物依存・出社拒否・転職・家庭内離婚・親子関係・老人の自殺等様々な問題をか

かえ援助を必要としている人があまりにも多い。

毎日三面記事には必ずといっていい程、自殺の記事が出ている。いのちの電話が開局されて５年、社

会福祉法人の認可も受け、その責任はいよいよ重くなっている。

- ５ -



財務委員会報告

「いのちの電話」は人生の危機に直面して生きる希望を失っている人に対して、「電話」を通じて適切な゜

支援を与えようとするものであり、「電話相談」がすべてボランティアの相談員の熱意によって実施されて

いることは夙に知られている通りでありますが、この運動に要する諸経費もまた篤志の方々の賛助、寄付助

成により支えられていることもまた、この運動の重要な側面をあらわすものであります。

「名古屋いのちの電話」の財政基盤を確かなものにすることは、開局以来の課題でありまして、この運動

の恒久的な発展のためにも、社会福祉法人化することが急務でありました。そのため１９８８年３月以降

３０００万円を目標に基金募金が実施され、１９８９年度はこの基金募金の終結をはかるとともに、社会

１９８９年度４又支計算書 愛 知 い の ち の 電 話 協 会

借 方 （ 支 出 の 郎 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）

科 目 １９８９年度決算 科 目 １９８９年度決算

事業費支出
７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７１１職員給与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７ ３ ２ 通 信 費
７ ３ ３ 電 話 料
７ ３ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７ ３ ６ 会 議 費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１連盟負担金
７ ４ ２ 諸 会 費
７ ４ ３ 共 益 費
７４４水道光熱費
７４５消耗品費
７ ４ ６ 備 品 費
７ ４ ７ 営 繕 費
７ ５ １ 租 税 公 課
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１元利償還金
８ ２ ２ 支 払 利 息
８３１繰入金支出
８４１雑支出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入
８ ７ １ 基 金 繰 入

（１１，８３１，２１０）
２，２３２，７７６
２２６，４５０
７８，９７０
５，０００

４，３２７，３６０
１，１７３，１６５

２９８，５００
１９４，３７９
３８，４３５

３８５，９３０
５８３，５４４
１８２，４７５
３９３，８６７
１２７，３２２

９，２８８
３９，１１０
３，６７７

２３１，０００
１１，９００

６００，０００
３６０，０００
８６，３６４

１２３，７２３
２８，７１３
３７，５ｉ２
５１，７５０

（８，２３０，９７３）

９７３

８，２３０，０００

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５ １ ６ 協 力 会 費
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５ ２ ３ 年 末 募 金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１１１縁座受講料
５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２引当金戻入
９１３設備資金借入収入
９１４積立金戻入
９ ２ １ 受 取 利 息
９ ２ ２ 雑 収 入

（１８，７４２，２９１）
５００，０００
３００，０００
３５５，０００

１，３６０，０００
６３１．０００
４４９．０００

８７３，５８０
１，５０１，４２７
２，１２０，１００

１，１２５．１８４
１，２９７，０００
８，２３０，０００
（５６２．５５５）

４７６，９６０
８５．５９５

小 計 ２０，０６２，１８３ 小 計 １９．３０４，３４６

８８１当期剰余金
（翌年度繰越金） １，３７０，８９３

４ ３ ７ 前 期 繰 越 剰 余 金
（前年度繰越金） ２，１２８，２３０

合 計 ２１，４３３，０７６ 合 計 ２１，４３３，０７６

- ６ -

や

や
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法人として認可を受けることが最大の課題でありました。幸い、関係の方々のご尽力により、１９９０年

２月正式に認可を受けることが出来ました。喜ぱしい限りでありました。法人化に伴い、昨年度よりの、社

会福祉法人会計基準に沿う会計の整備もまた一つの重要な課題でありました。

１９８９年度の決算書をみますと、基金募集は、昨年３月末の１２１１万円に当年度８２３万円が加わり

合計２０３４万円となりました。経常収支の上では賛助会費の未達成が目立ちますが、年末寄付金は例年を

上廻る額を得ることができました。感謝であります。実質の経常収支は赤字決算といえますが、前年度繰越

金や寄付金により１、３７０、８９３円を次年度に繰越しました。次年度は法人化の利点を生かして、賛助会

費、法人会費、後援費等の増強をはかることが大きな課題となりましょう。

（財務委員長木本精之助）

１ ９ ９ ０ 年 度 予 算

借 方 （ 支 出 の 郎 ） 貸 方 （ 収 入 の 郎 ）

科 目 １９９０年度予算案 科 目 １９９０年度予算案

事業費支出
７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７ ０ ５ 特 別 事 業 費
７ １ １ 職 員 給 与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７ ２ ３ 法 定 福 利 費
７ ２ ４ 福 利 厚 生 費
７ ２ ５ 退 職 引 当 金
７３１旅費・交通費
７ ３ ２ 通 信 費
７ ３ ３ 電 話 料
７ ３ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７ ３ ６ 会 議 費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１連盟負担金
７ ４ ２ 諸 会 費
７ ４ ３ 共 益 費
７４４水道光熱費
７ ４ ５ 消 耗 品 費
７ ４ ６ 備 品 費
７ ４ ７ 営 繕 費
７ ５ １ 租 税 公 課
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１元利償還金
８ ２ ２ 支 払 利 息
８３１繰入金支出
８ ４ １ 雑 支 出
８５１固定資産取得額
８ ６ １ 積 立 金 繰 入
８ ７ １ 基 金 繰 入

２，５５０，０００
４５０，０００
２００，０００
３０，０００

０
４，２００，０００
１，４００，０００

０
０

２３０，０００
５０，０００

０
３７５，０００
５００，０００
２４０，０００
４５０，０００
１２０，０００
１５，０００
６０，０００

０
２５０，０００
１５，０００

６００，０００
３６０，０００
２００，０００
１５０，０００
１００，０００
１００，０００
８５，０００
２０，０００

０
０
０
０

２５０，０００
０

５，０００，０００

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募謐配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１６協力会費
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５２３年末募金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料
５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２引当金戻入
９１３設備資金借入収入
９１４積立金戻入
９２１受取利息
９ ２ ２ 雑 収 入

１，２００，０００
３００，０００

１，１００，０００
９００，０００

２．８５０，０００
１，２５０，０００
１．１４０．０００
５１０，０００
１５０，０００
１００，０００
２５０，０００

２，０００，０００
１．０００，０００
２，３００，０００
１．７００，０００
３００，０００
５０，０００

０
０
０
０

８００，０００
１００，０００

小 計 １８，０００，０００ 小 計 １８．０００，０００

８８１当期剰余金
（翌年度繰越金） ０

４３７前期繰越剰余金
（前年度繰越金） ０

合 計 １８，０００，０００ 合 計 １８，０００，０００

- ７ -



電 話 相 談 に 見 る 悩 み ８ ９
名古屋いのちの電話は、１９８５年７月１日の開設から、まる５年をむかえようとしています。５年間の

総受信件数は５２４００件になりました。（９０年５月１日現在）

１９８９年１年間に１５、１１６件の相談電話を受信しました。その内、相談員と直接対話せずに切れて

しまった「無言電話」４２３２件をのぞくと１０、８８４件となり、１日あたり３０件の相談電話を受信し

ていることになります。

件 数
２．１ｏ，！）

２，０００

１

１

９００

８００

１，７００

１ ６００

１，５００

１，４００

１．３００

１，２００

１，１００

Ｉ０００

９００

８００

７００

６００

５００

４００

３００

２００

１００

０

相談内容男女別の相談件数
１９８９．１～１２月

「¬

一

男
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● ●
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年 代 別 の 相 談 件 数

５０代～
６．９％

１５：叩１６：３０ １８：００

①青少年の危機とネットワーク

提案者外山寛治（名古屋ダルク）

名古屋大学教授

愛知県精神保健協会会長笠原嘉

名古屋いのちの電話理事

１７．分科会

ｉ６．主題講演「セカセカ社会を生きる」

● ● ㎜ ● ● ●

提 案者長内宏美（愛知県警）

助言者清水将之（名市大）

②職場の危機とネットワーク

提案者巾川裕子（東芝三重工場）
ｚ ｚ 交 渉 中

助 言 者 伊 藤 克 彦

（愛知県精神保健センター）

③家庭の危機とネットワーク

提 案 者 交 渉 中
ｚ ｚ 交 渉 中

助言者田畑洋子（名古屋女子大）

④病苦の危機とネットワーク

提案者天野薫（岐阜南保健所）

場
題

程

９・００～１６：３０

愛 知 県 産 業 貿 易 会 館 西 館 ・ 東 館

「いのちをまもるネットワーク」

５０代～
１．２％ ５。６％

・ ・ 一 自 殺 予 防 シ ン ポ ジ ウ ム 内 容 決 ま る ・ - ・ - ． - ． ． ，
！“‾“‾・・‾’・‾”‾”‾”‾に１４１Ｘ」’トジＪ／／／｜・

｜

卜 さ る ５ 月 １ １ 日 （ 金 ） 、 第 ５ 回 シ ン ポ 実 行 委 員 会

ｉが川かれ、大会の内容がつぎのように決まりました。

ｉ ｌ ． 主 催 日 本 自 殺 予 防 学 会

ｉ 名 古 屋 い の ち の ７ ｕ 話

に日・時１９９（）年１０月１３日（土）

３。会

４．主

５．日

９；３５ １３：２０

受

付湊
分

科
会

昼

食｜Ｐ
主
題
講
演

休

け

い

ド
計
２

閉
会
挨
拶

懇

談

会

，-！

９ -



座禅は、どっかり腰を下ろし、楽な格好で足を

組み、背筋をシャンと伸ばし、腹式呼吸をします。

目は半眼にして、視線を前方１メートルくらいの

畳の上に落し、精神を集中させます。時のたつの

が全くわかりません。よくもまあと思うほどいろ

いろな雑念が浮かんでは消え、又浮かんできます。

ｌ
　
ｌ
　
１
１
１
１
１
１
　
１
１
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
１
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
１
　
１
　
１　
１
　
１
　
ｌ
　
ｌ
　
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
１
１
ｌ
１
１
１
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
１
１
１
０
１
０
１

Ｔ
Ｉ
し
ｚ
産
禅
一

一
噸
神
・
枇
一
「

- １ ０ -

春 の つ ど い
心もからだも清々しく

４月２１日（土）、小牧の薬師寺で「春のっ

どい」ぼたんと座禅とお茶の会が開かれました。

手入れの行き届いたぱたん園は、丁度見ごろで、

色とりどりに匂い咲き乱れ、花泥棒になりたい

とさえ思います。

作法の説明を含め３０分程の座禅を組みまし弓昶零

た。

相談員は「いのちの電話」という大きな活動

を支える為にそれぞれ、ボランティアの働きは

違っても、有形無形の愛に守られ、育てられて

いることを感じる事ができます。相談員という

働きを細く長く続ける為にも、人々との出会い

を深め、大切にしてゆきたいと思います。

や



ぐ言

ご援助ありがとうございます

夫
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ド ゼフ修道院

（株）丸徳鉄工所
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／ｂ牧カト
内 川
日本キリ

- １ １ -

お問い合わせは…社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会事務局容９７１-５１８１

石
秋

ご 寄 付 下 さ る 皆 様 へ

当 協 会 へ の 寄 付 金 に つ い て は 所 得 税 や 法 人 税 の 優 遇 措 置 が 受 け ら れ ま す。 ／
★個人の場合
確定申告によって、所得税法、（第７８条１項・２項３号）の規定により寄付金控除が受けられます。

：詣認。〉のいずれか低い金額-（１万円）＝寄付金控除額
★法人の場合
確定申告によって寄付された金額を法人税法（第３７条３項３号）の規定により、一般損金算入の枠の他にこれと同
額枠の損金算入枠が認められます。
★本協会の発行する領収書は大切に保管して下さい。
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鈴 木 冴 子 近 藤 直 枝
岩 田 邦 子 河 津 百 合
神 田 輝 夫 足 立 文 彦
宇 佐 見 美 夏 子 神 尾 初 子

小 川 マ リ 子 秋 田 芳 江
鈴 木 敦 子 安 藤 和 代
佐 野 百 合 子 小 川 祐 美 子
植 木 貞 次 郎 長 倉 久 子
中 井 文 子 中 島 緑
西 野 友 英 ・ 三 緒 子 岡 崎 和 子
林 温 江 澄 川 和 子
日本キリスト教団桃山教会婦人会

株 式 会 社 同 発 崇 覚 寺

寄付金
中 央 精 機 株 式 会 社 ア ラ コ 株 式 会 社
日本キリスト教団名古屋北教会内村撤母耳
安 田 家 庭 集 会 、 安 田 由 久 名 古 屋 東 教 会 婦 人 会
聖ドミニコの宣教修道女会岡崎修道院一宮聖光教会

理研産業株式会社
法人会員
川名山聖霊修道院
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社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

１９９０年２月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いだしますと共にご
報 告 申 し 上 げ ま す 。 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ） ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ＿ 。 ＿ ＿ ＿ ‥ 。 ‥

賛助会費（Ｂ）
初 井 英
内 柱 綾



。 。 。 … … … … … … … … … … … 。 。 お 知

い の ち の 電 話 、 チ ャ リ テ ィ ー 公 演
；１１１成詩

「この子たちの夏」-ヒロシマ、ナガサキー

椙 山 学 園 父 母 懇 談 会 此 催
名古屋「いのちの電話」＾

椙山学園父母懇談会では、かねてより文化活動に
取り組んでおられましたが、より広い視野で社会
に貢献をしたいというねがいから、今回は名古屋
いのちの電話のために、チャリティー公演として

いただけることになりました。

記
日時１９９０年７月４日（土）午後６時より

場 所 東 別 院 青 少 年 会 館 Ｎ Ｂ Ｎ ホ ール

会 費 ５ ０ ０ 円

ら せ ・ ・

聖 霊 降 臨 祭 オ ル ガ ン ・ コ ン サ ー ト
～ ト ラ ン ペ ッ ト と 共 に ～

と き ６ 月 ３ 日 （ 日 ） １ ４ ： ０ ０ ～
ところカトリック南山教会大聖堂

０５２-８３１-９１３１（昭和区南山町１）

地下鉄鶴舞線「いりなか」下車

入場料一般１，５００円学生１，０００円
オルガ ン 吉 田 徳 子 ト ラ ンペ ッ ト 竹 本 義 明

第 １ ２ 回 い の ち の 電 話 全 国 研 修 会 栃 木 大 会
日時１９９０年９月２０日（木）～２２日（土）

場 所 宇 都 宮 市 鬼 怒 川 （ 日 光 ）
主 題 「 生 き る よ ろ こ び 」

講 演 心 理 劇 “ 青 い 鳥 を 探 そ う ”

宇都宮大学教授増野肇

賛助会員を募集しています
ご 協 力 を お 願 い し ま す

ド ｜ 八 万 ト ●

いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい
ただき有難うございます。心から御礼申し上げます。
年間１、５００万円の運営資金と共に、法人の基金
を１０年間で１億円積立ての課題を与えられており
ます。
会員の皆様の旧傍のご支援と共に、会員増加の運
動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置があります。

１ 財政基盤の確率
①
②

（１）法人会費年間１０１万円以上

（２）賛助会費（年間１口）
Ａ１０，０００万円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円

（３）一般寄付

（４）クリスマス・年末寄付ご自由な金額で結構です
口座名社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

理 事 長 相 馬 信 夫

銀行東海銀行大津町支店（普）４７７０２９

郵便振替口座ナゴヤ１-５３７５８
卜 ｌ ｌ ｌ ■

１ ９ ９ ０ 年 度 の 主 な 事 業 計 画
５．法人の組織確立と運営の円滑化
６．ボランティア活動としての法人基金の積立て

賛助会員等、支援者の増加
２．相談事業の充実強化

①相談諸機関との連携強化
②２４時間体制への対策研究

３．相談員の養成訓練の充実
４．広報活動の推進広報紙充実

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
名古屋いのちの電話

ｓｉ°４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号

｜‾事務局酋０５２-９７１-５１８１相談電話咩０５２-９７１-４３４３

７

① 自 主 活 動 の 推 進
②他グループとの連携研修
開局５周年記念行事の推進
①
②

法人設立と併せ記念式と感謝会
自殺防止シンポジウムの主営開催

１９９０．初夏

- １ ２ -

１９９０年６月１発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委員会

郵便振替口座ナゴヤ１-５３７５８
東海銀行大津ｌｌｌ支店（普）預金口座４７７０２９
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